
あおぞら彩時記 2009 年 第５号

2009年９月４日 青森地方気象台発行

【８月の旬ごとの気象経過と天気図】※観測値は4ページからの図表資料をご参照ください。

■上旬

〈気象概況〉 この期間、気圧の谷やオホーツク海からの冷たく湿った東風の影響により、曇り

の日が多かった。平均気温はいずれも平年より低く、降水量は青森・深浦・八戸で平年並、むつ

で少なかった。日照時間は青森・むつ・八戸でかなり少なく、深浦で少なかった。

〈日々の気圧配置〉

１日：千島の東に高気圧があってほぼ停滞した。一方、日本海沿岸は気圧の谷となった。

２日：オホーツク海に高気圧があってほぼ停滞した。一方、日本海は気圧の谷となった。

３日：オホーツク海に高気圧があってほぼ停滞した。一方、東北地方は気圧の谷となった。

４日：日本海北部に高気圧があってほぼ停滞した。一方、日本海には上空に寒気を伴う気圧の谷

があって北東に進んだ。

５日：低気圧が三陸沖を北東に進んだ。一方、高気圧が日本海にあってほとんど停滞した。

６日：高気圧が日本海にあってほとんど停滞した。

７日：高気圧がアムール河中流と三陸沖にあってほとんど停滞した。一方、東北南部に梅雨前線

が停滞した。

８日：高気圧が日本海にあってほとんど停滞した。一方、関東沖から関東に前線が停滞した。

９日：高気圧が北海道の南東海上にあってほとんど停滞した。一方、東北地方は気圧の谷となっ

た。

１０日：台風第９号が日本の南を北上した。一方、高気圧が日本の東にあって、東北地方には南

から暖かく湿った空気が流れ込んだ。
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■中旬

〈気象概況〉 この期間、前半と期間の終わりに低気圧や気圧の谷の影響により曇りや雨の日が

多くなったが、その他の日は高気圧に覆われ、日本海側を中心に晴れの日が多かった。平均気温

はいずれも平年並だった。降水量は青森・八戸・むつで多く、深浦で平年並だった。日照時間は

青森・八戸で少なく、深浦・むつで平年並だった。

〈日々の気圧配置〉

１１日：台風第９号は八丈島の西にあり、また、三陸沖には低気圧があって共に東に進んだ。一

方、日本海中部には高気圧があってほとんど停滞した。

１２日：前線を伴った低気圧が黄海付近にあって東北東へ進んだ。

１３日：前線を伴った低気圧が津軽海峡の西にあって東北東へ進んだ。

１４日：低気圧が北海道と関東の東にあって共に東北東に進んだ。一方、高気圧が日本海にあっ

てゆっくり東へ移動した。

１５日：高気圧が東北地方を東に移動した。

１６日：日本海中部に高気圧があってほとんど停滞した。

１７日：高気圧がオホーツク海にあって北日本に張り出した。

１８日：引き続き高気圧がオホーツク海にあって北日本に張り出した。

１９日：高気圧が千島近海にあって北日本に張り出した。一方、気圧の谷が北日本を通過した。

２０日：高気圧が千島近海にあって北日本に張り出した。一方、前線を伴った低気圧が沿海州南

部にあって東北東へ進んだ。
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■下旬

〈気象概況〉 この期間、中頃は高気圧に覆われ晴れた所が多かったが、その他の日は前線や気

圧の谷および台風第 11 号の影響で曇りや雨の日が多く、特に 28 日は西津軽で短時間に激しい

雨が降り大雨となった所があった。平均気温は青森・むつ・八戸で低く、深浦でかなり低かった。

降水量は深浦でかなり多く、青森・八戸で平年並、むつでかなり少なかった。日照時間は青森・

深浦で少なく、むつ・八戸で平年並だった。

〈日々の気圧配置〉

２１日：沿海州付近に低気圧があって北東へ進んだ。この低気圧からのびる寒冷前線が県内を南

下した。

２２日：サハリン付近の低気圧からのびる寒冷前線が三陸沖を通り、西日本にのびた。

２３日：オホーツク海に低気圧があって、北日本は気圧の谷となった。

２４日：北日本は気圧の谷となった。

２５日：日本付近は日本海に中心を持つ高気圧に覆われた。

２６日：北日本は北海道の東に中心を持つ高気圧に覆われた。

２７日：千島の東に高気圧があって東へ移動した。一方、低気圧が朝鮮半島付近にあって東に進

んだ。

２８日：低気圧が渡島半島の西にあって北東に進んだ。この低気圧からのびる寒冷前線が日本海

から対馬海峡にのびた。

２９日：寒冷前線が東北地方を南下した。

３０日：東北地方は弱い気圧の谷となった。また、台風第 11 号が八丈島の南東海上を西北西に

進んだ。

３１日：台風第 11 号が三宅島の南南東の海上にあって北に進んだ。
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【ここ２ヶ月間の気象経過（青森）】

【ここ２ヶ月間の気象経過（八戸）】
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【気象官署および特別地域気象観測所の気候表（８月）】

【青森、八戸、深浦、むつ の極値・順位更新（８月）】 上位３位まで掲載

要素 地点名 順位 観測値(観測日) これまでの極値(西暦年)

日最小相対湿度 八戸 1 30％(30日) 33％(1999年)

日最低気温(低) 深浦 1 12.4℃(29日) 12.4℃(1948年)

日最小相対湿度 深浦 1 25％(31日) 26％(1962年)

★平年値は1971年～2000年の30年間の平均値。

★階級は、平年値作成期間30年間の観測値のうち、上位1/3相当を「高い（多い）」、中位1/3相当を「平年並」、

下位1/3相当を「低い（少ない）」と表現します。さらに、上位1/10相当と下位1/10相当は「かなり高い（多い）」、

「かなり低い（少ない）」と表現します。

★日別値等、更に詳しいデータを必要とされる場合は、

気象庁・気象統計情報（http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php)をご覧下さい。

★気象官署の観測値は、統計方法の違いにより、地域気象観測値と異なることがあります

平均 平年差 階級 合計 平年比 階級 合計 平年比 階級
（℃） （℃） （mm） （％） （時間） （％）

上旬 21.7 -2.0 低い 33.5 78 平年並 32.7 49 かなり少ない

中旬 23.0 -0.3 平年並 47.0 139 多い 51.1 84 少ない
下旬 20.9 -1.4 低い 37.5 72 平年並 58.3 92 少ない
月 21.9 -1.1 低い 118.0 91 平年並 142.1 74 少ない

平均 平年差 階級 合計 平年比 階級 合計 平年比 階級
（℃） （℃） （mm） （％） （時間） （％）

上旬 19.7 -3.2 低い 28.5 76 平年並 19.8 32 かなり少ない

中旬 22.4 -0.2 平年並 56.0 147 多い 43.0 76 少ない
下旬 21.0 -0.6 低い 30.0 49 平年並 44.0 81 平年並
月 21.0 -1.3 低い 114.5 82 平年並 106.8 62 少ない

平均 平年差 階級 合計 平年比 階級 合計 平年比 階級
（℃） （℃） （mm） （％） （時間） （％）

上旬 22.2 -1.3 低い 63.5 118 平年並 39.6 63 少ない
中旬 22.6 -0.9 低い 46.0 119 平年並 57.0 92 平年並
下旬 20.4 -2.0 かなり低い 133.5 205 かなり多い 50.1 82 少ない
月 21.7 -1.4 低い 243.0 154 多い 146.7 79 少ない

平均 平年差 階級 合計 平年比 階級 合計 平年比 階級
（℃） （℃） （mm） （％） （時間） （％）

上旬 20.0 -2.2 低い 9.5 22 少ない 18.6 32 かなり少ない

中旬 21.6 -0.2 平年並 49.0 149 多い 32.0 69 平年並
下旬 19.8 -1.2 低い 39.0 61 少ない 56.6 116 平年並
月 20.5 -1.2 低い 97.5 69 平年並 107.2 70 少ない

気温 降水量 日照時間

気温

気温 降水量

むつ特別地域気象観測所

青森地方気象台

深浦特別地域気象観測所

降水量 日照時間気温

日照時間
八戸特別地域気象観測所

降水量 日照時間
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【８月の青森県地域気象観測分布図】

月平均気温

実況値(単位:℃) 平年差(単位:℃)

月間日照時間

平年比(単位：％)実況値(単位：時間)
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掲載したデータは速報値であり、品質管理によって後日修正される場合があります。

【編集後記】

話題でも触れていますが、今年は東北地方北部の梅雨明けが特定できませんでした。梅雨明け

が特定できなかった年は今年で 5 回目になりますが、いずれも最近 20 年でのことです。地球の

温暖化が進むとともに、降水量や気温の変動が大きくなっていると言われています。この変動は、

長期にわたる温暖化以上に、私たちの生活に大きな影響を及ぼします。大雨による水害や土砂災

害への対策とともに、食料危機への備えも重要だと思います。

気候の変動は地球規模の現象であり、世界の穀倉地帯が凶作となる事態も想定しておかなくて

はなりません。昨年、バイオ燃料さわぎで食料品が高騰したことからも分かるように、食料自給

率の低い日本では、海外の凶作の影響をまともに受けてしまいます。慢性的に食料が不足してい

る国が多い一方で、日本は、食料を自給する潜在的な能力は高いのに、全く別の要因で自給率が

低いのは残念なことです。

農村は高齢化が進み、農業の担い手が少なくなっていると聞きます。いつ起こってもおかしく

ない世界的食糧危機に備えるためには、日本の農業の復活が鍵を握るのではないでしょうか。

（雲流子）

国土交通省 気象庁 青森地方気象台

〒030‐0966 青森市花園一丁目17番19号

電話017-741-7411

気象庁ホームページ： http://www.jma.go.jp

青森地方気象台ホームページ： http://www.jma-net.go.jp/aomori/

気象庁気象庁国土交通省国土交通省

月降水量

実況値(単位：mm) 平年比(単位：％)


